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【新型アイガモロボ】



これまでの実践・検証

【R４年度】
アイガモロボ６台 と スマホ水管理システム８台 3.2ha
平地・中山間に各々初めて配置

水管理システムは全て有効，アイガモロボはほ場により差異
【R５年度】
アイガモロボ１３台 と スマホ水管理システム５２台 5.7ha
平地・中山間の両エリアで範囲を拡大し配置，ほ場の均平化

アイガモロボは同一条件でも差異，さらなる実証必要
【R６年度】
アイガモロボ１１台 と スマホ水管理システム１２台 6.3ha
アイガモロボに水田除草機の併用，新型アイガモロボ実証

新型アイガモロボが，雨風・浅瀬にも有効
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これまでの実践・検証
【R４】

【R５】

【R６】
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環境保全型農業，有機農業の推進

再生産可能な価格での販売が必須
価値の共有，販路を確保することが大事

R６農水省「有機農業産地づくり推進事業」活用
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環境配慮・有機農業の推進 首都圏でのPR
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東京大学と連携，駒場キャンパス内『食堂コマニ』で，グリーンな栽培のプレゼンや交流会で情報発信



環境配慮・有機農業の推進 人材育成・交流
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有機JAS実践者と先進地への視察交流（熊本県山都町，宮崎県綾町）



環境配慮・有機農業の推進 大崎オーガニックデイ
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12月5日6日 市内産有機JAS認証米を，全小中学校に初提供(1万食）

生産者2名による有機農業の授業！



生きものと共生，グリーンな栽培で
持続可能な農業へ！

SDGs
未来都市
おおさき
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